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( 1 ) lr-YSZおよびRu-YSZコンポジット膜の合成と電極特性









成温度に関してIr-YSZコンポジット膜は923 K､ Ru-YSZコンポジット膜は773 K
が最適であると推定した｡
2. Ir-YSZおよびRu-YSZコンポジット膜の合成































ム､ IrO2= 55 vol%およびRuO2 = 50 vol%のコンポジット電極では823 K以上で保
持直後から理論値に近い値を示し､ IrO2= 22 vol%コンポジット電極では923 K以
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